
■2026年 令和 8年度 事業計画 トライⅠ（生活介護） 

はじめに 

 

 

前年度は安定した体制の中で活動をしていくことが出来ましたが、活動

中の職員の配慮不足により利用者の事故(骨折)や感染症による閉所、賞与

の減額などがありました。特に利用者の大きな怪我に繋がってしまった

こと報告させて頂き、この場を借りて謝罪致します。2026年度は新しい

体制(トライⅠ、Ⅱ職員)による活動や支援の質を上げていき、支援者がト

ライすることで利用して頂いているみなさんの充実した生活に繋げてい

きたいと考えています。 

事業所の 

基本方針 

 

 

日々の暮らしの中でひとりひとりが必要な何かをひとつひとつを獲得

し、自分達の持っている個性を活かし、社会とのの関わりを通して生き

る力を高める支援を目指します。毎日、しっかりと食べて、しっかりと

眠り、しっかりと笑える、しっかりとした生活、しっかりとした幸せに

繋げていきます。楽しい事も楽しくない事もやってみる事からから始め、

知ること経験することにより、選択肢を増やし、言葉だけではない、本

人の意思に添った確かな自己決定に繋げていきます。 

事業所運営 

 

 

 

自主製品作成作業（ペットフードワンチャンクッキー、染物バック、缶

バッジ、折り紙アクセサリー） 

調理実習（月 1回木曜）絵画教室（講師：倉田氏/月１）・看護師訪問（岩

元氏/月 1）・実習生受け入れ・職員会議・職員研修・関係機関、団体との

連携。・横須賀市作業所連絡会、健康診断・苦情解決委員会、虐待防止委

員会、感染症対策委員会、 

利用者支援 

 

 

・作業ではひとりひとりが担える工程と役割を増やし、仕事を通してひ

とりひとりのやりがいに繋げていきます。 

・仕事場であり、自分達の場所、安心が出来る場所、行きたいと思える

場所にしていきます。 

・皆の作業を中心とした製品、物作りを心掛けて続けていきます。 

・日常生活を通した様々な場面での経験を重ねて本質的な自己決定に繋

げていきます。 

・初めての場面を大切にし、積極的に設けていきます。 

・より多くの人と関わる機会を積極的に設けていきます。 

・年を重ねることで変化していく個々のニーズの把握に努め、一過性の

計画にならないように将来的な視点での支援を心がけます。 

・いつでも、どこでも、だれとでも穏やかな気持ちで過ごせるようにな

れば関わる人を選ばず、支える人たちが自然に増えていき、何気ない

日々が活性する豊かな生活に繋げていけるようにしていきます。 

今年度 同事業所としてトライⅡとの活動を増やしていき、ⅠとⅡの職員や利



重点目標 

 

 

用者が日常的に互いを行き来できるような機会を積極的に設けていき

ます。充実した生活に繋げていくことを目指します。お互いの部署の

良い部分を伸ばし、個々の可能性を拡げることが出来るようにしてい

きます。 

活動計画 

 

 

・運動プログラムや文化活動の充足を図ります。 

・合同余暇の定期的な実施、充足を目指します。 

・日常的な外部活動の幅を拡げていきます。 

・個別や小グループでの活動を増やしていきます。 

作業・販売 

計画 

(豊かな生活) 

 

・やりがいを持てるような仕事を提供できるようにしていきます。 

・仕事を通して人との関わり方を学んでいきます。  

・誰かに与えられる仕事だけでなく、自分達で仕事を見つけ作りだして

いく姿勢を大切にしていきたいと考えています。 

・工賃のアップを目指すだけでなく仕事自体の質の向上、日常生活、人

生そのものを豊かに出来るような支援を心がけていきます。 

その他 

・防災対策 

 

・利用者の個別避難計画作成にあたり、生活の場との連携を進めます。 

・グループホームへの徒歩帰宅の機会を増やします。 

・避難訓練では伝言ダイヤルを使用して法人内外ご家族への周知も含め

での災害時の速やかな情報共有を可能にしていきます。 

・消火訓練を実施か参加出来るようにしていきます。 

〇BCP計画に沿った訓練を実施していけるようにします。 

利用者の 

状況 

 

利用者： 9名 男性：6名 女性：3名  21歳～ 41歳 

男性 3名、女性 1名がグループホームから通っています。 

給与及び賞与 

基本給：日給 150円 

手当：年度末余剰手当(前年度は 3月に 2000円を支給) 年度末に来年度

必要経緯を引いて支給予定 

賞与：夏季（7月）3000円(今年度旅行積立金 0円) 冬季（12月）5000

円 前年度は賞与が減ってしまいました。売り上げに大きな差はありま

せんが材料の高騰により利益が減ってしまっていることが大きいと思わ

れます。物価上昇に合わせた価格設定と共に生産ロスなども見直す必要

があると考えています。 

職員の 

状況 

 

常勤職員：3名 非常勤職員：2名 パート職員：4名 

パートを含め男性の職員が増えたことにより活動の幅を拡げていけると

考えております。個々個別により深い支援をするための個別の活動を増

やしたいとも考えています。 

 


